
森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準一部改正における新旧対照表 

（傍線の部分は改正部分） 

改正後 現行 

第２部 森林の評価基準 

 

5．森林吸収源（ＣＯ２吸収量）の算定・確定 

5.1～5.3（省略） 

5.4 パラメータ 

5.4.1 パラメータの意義 

（省略） 

5.4.2 各種係数（拡大係数・容積密度・地下部率・炭素含有率） 

これら各種係数については、日本国温室効果ガスインベントリ報告

書等で公表された数値によることとする（具体的数値は、「日本国

温室効果ガスインベントリ報告書に示された吸収・排出量を算定す

る際の各種係数」に記載。）。 

第２部 森林の評価基準 

 

5．森林吸収源（ＣＯ２吸収量）の算定・確定 

5.1～5.3（省略） 

5.4 パラメータ 

5.4.1 パラメータの意義 

（省略） 

5.4.2 各種係数（拡大係数・容積密度・地下部率・炭素含有率） 

これら各種係数については、京都議定書３条３及び４の下でのＬＵ

ＬＵＣＦ活動の補足情報に関する報告書等で公表された数値による

こととする（具体的数値は、「京都議定書３条３及び４の下でのＬＵ

ＬＵＣＦ活動の補足情報に関する報告書に示された吸収・排出量を

算定する際の各種係数」に記載。）。 



森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準一部改正における新旧対照表 

（傍線の部分は改正部分） 

改正後 現行 

第３部 フォレストック認定制度における調査仕様 

 

3.作成資料等（調査報告書を含む）の内容と取扱い 

3.1 作成資料等の提出・保管・利用等 

•作成資料等のうち、調査報告書については、電子データの形式で

当協会に提出する。森林認証機関等は、森林所有者等からの調査受

託時に、調査報告書の森林所有者等に対する提出予定日を定め、森

林所有者等及び当協会に通知しなければならない。 

第３部 フォレストック認定制度における調査仕様 

 

3.作成資料等（調査報告書を含む）の内容と取扱い 

3.1 作成資料等の提出・保管・利用等 

•作成資料等のうち、調査報告書については、書類及び電子データの

形式で当協会に提出する。森林認証機関等は、森林所有者等からの

調査受託時に、調査報告書の森林所有者等に対する提出予定日を定

め、森林所有者等及び当協会に通知しなければならない。 



森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準一部改正における新旧対照表 

（傍線の部分は改正部分） 

改正後 現行 

第４部 参考資料 

 

２．日本国温室効果ガスインベントリ報告書に示された吸収・排出

量を算定する際の各種係数 

 

第４部 参考資料 

 

２．京都議定書３条３及び４の下でのＬＵＬＵＣＦ活動の補足情報に

関する報告書に示された吸収・排出量を算定する際の各種係数 



森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準一部改正における新旧対照表 

（傍線の部分は改正部分） 

改正後 現行 

  



森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準一部改正における新旧対照表 

（傍線の部分は改正部分） 

改正後 現行 

（注）・出典：日本国温室効果ガスインベントリ報告書（2022.4 

環境省監修） 

（省略） 

 

３．主伐材積１ｍ３当りのＣＯ２量 

（１）主な樹種の計算数値表 

 

（省略） 

（注）・出典：日本国温室効果ガスインベントリ報告書（2014.4 環

境省監修） 

（省略） 

 

３．主伐材積１ｍ３当りのＣＯ２量 

（１）主な樹種の計算数値表 

 

（省略） 



森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準一部改正における新旧対照表 

（傍線の部分は改正部分） 

改正後 現行 

（２）主伐材積１ｍ３当りのＣＯ２量（20 年生以下） 

 

（２）主伐材積１ｍ３当りのＣＯ２量（20 年生以下） 



森づくりにおける森林吸収源・生物多様性等評価基準一部改正における新旧対照表 

（傍線の部分は改正部分） 

改正後 現行 

（３）主伐材積１ｍ３当りのＣＯ２量（2１年生以上） 

 

（３）主伐材積１ｍ３当りのＣＯ２量（2１年生以上） 

 



 


